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倉吉市人権政策課
あ22-8130／い22-8135

№ 68
シリーズ

め
ざ
す「
子
ど
も
像
」に
向
け
て

　

保
育
園
で
は
、
子
ど
も
の
健
康
や
基

本
的
生
活
習
慣
、
社
会
性
や
言
葉
の
発

達
な
ど
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
援
助
し
な
が
ら
、
人
権
を
大
切
に

す
る
心
を
育
て
る
保
育
を
し
て
い
ま
す
。

基
本
的
生
活
習
慣
は
な
ぜ
大
切
？

　

「
め
ざ
す
子
ど
も
像
」
の
具
体
的
な
取

り
組
み
の
一
つ
に「
基
本
的
生
活
習
慣
の

育
成
」が
あ
り
ま
す
。

　

乳
幼
児
に
と
っ
て
、「
食
べ
る
こ
と
」

「
寝
る
こ
と
」「
着
る
こ
と
」
な
ど
自
立
し

た
生
活
が
で
き
る
た
め
の
習
慣
を
身
に

つ
け
て
い
く
こ
と
は
、
単
に
、
そ
の
行

為
が
で
き
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
将

来
、
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
す
る
と
い
う

自
主
性
を
持
ち
な
が
ら
生
き
て
い
く
力
、

挑
戦
す
る
力
、
頑
張
ろ
う
と
す
る
力
を

身
に
つ
け
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

１
人
で
ト
イ
レ
に
行
っ
た
り
、
ボ
タ

ン
を
は
め
た
り
、
お
箸は
し

で
食
べ
た
り
と
、

「
自
分
で
で
き
た
」
こ
と
の
喜
び
は
自
信

と
な
り
、「
も
っ
と
し
よ
う
」
と
い
う
意

欲
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
生
活
と
学
力
の
実
態
調
査
の

結
果
、
生
活
リ
ズ
ム
の
乱
れ
と
学
力
の

伸
び
悩
み
に
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

１
日
の
生
活
リ
ズ
ム
を
基
本
的
生
活
習

慣
を
通
し
て
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
で
、

乳
幼
児
期
か
ら
の
進
路
保
障
に
つ
な

が
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

思
い
や
り
、
助
け
合
う
心
を
育
て
る 

〜
園
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
〜

　

子
ど
も
た
ち
が
、
大
切
に
育
て
て
い
た

カ
ラ
ン
コ
エ
の
花
鉢
を
室
内
に
入
れ
よ
う

と
、
交
替
で
運
ん
で
い
る
時
で
す
。「
ガ

チ
ャ
」と
鉢
が
壊
れ
る
音
が
し
ま
し
た
。

　

「
Ａ
ち
ゃ
ん
が
割
っ
ち
ゃ
い
な
っ
た
」

と
子
ど
も
が
呼
び
に
来
ま
し
た
。

　

Ａ
ち
ゃ
ん
は
し
ゃ
が
み
込
ん
で
、
今

に
も
泣
き
そ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。「
大

き
な
鉢
だ
っ
た
ね
、
重
た
か
っ
た
け
、

手
が
滑
っ
ち
ゃ
っ
た
か
？
」と
保
育
士
が

声
を
掛
け
る
と
、「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？
」

と
側
に
い
た
Ｂ
ち
ゃ
ん
も
優
し
く
声
を

か
け
ま
し
た
。「
ど
う
し
よ
う
か
？
」「
も

う
一
回
植
え
て
あ
げ
よ
う
」と
、
土
を
何

人
か
で
拾
い
直
し
、
植
え
替
え
は
成
功

し
ま
し
た
。
こ
ぼ
れ
た
土
は
、「
ぼ
く
が

ほ
う
き
を
持
っ
て
来
る
」と
友
だ
ち
の
数

も
増
え
、
あ
っ
と
い
う
間
に
き
れ
い
に

な
り
ま
し
た
。

　

Ａ
ち
ゃ
ん
は
、
水
や
り
を
終
え
る
と
、

ジ
ョ
ウ
ロ
を
鉢
の
側
に
置
き
ま
し
た
が
、

中
に
は
、
ま
だ
水
が
少
し
残
っ
て
い
ま

し
た
。「
ご
飯
食
べ
て
か
ら
ま
た
あ
げ
る
」

と
言
っ
た
顔
は
、
と
て
も
嬉
し
そ
う
で

し
た
。

〜
大
人
の
役
割
と
し
て
〜

　

日
々
の
生
活
の
中
で
起
こ
る
出
来
事

や
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
を
、
大
人
が
先
回
り

し
て
解
決
し
た
り
、
手
を
出
し
過
ぎ
た

り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
が

発
し
た
言
葉
や
行
動
を
肯
定
的
に
受
け

止
め
、
共
感
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
自

ら
が
解
決
し
て
い
こ
う
と
す
る
素
地
を

育
て
、
一
人
ひ
と
り
の
個
性
や
能
力
が

発
揮
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
私
た
ち
大
人
が
、

「
あ
な
た
の
こ
と
が
大
好
き
」「
か
け
が

え
の
な
い
存
在
で
あ
る
」
こ
と
を
態
度

や
言
葉
で
伝
え
て
見
守
り
な
が
ら
、
一

人
ひ
と
り
の
人
格
が
尊
重
さ
れ
る
仲
間

づ
く
り
と
、
差
別
を
生
ま
な
い
人
間
関

係
づ
く
り
に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

「
人
権
・
同
和
保
育
」
は
、
今
か
ら
40
年
く
ら
い
前
、「
す
べ
て
の
子
ど
も

に
発
達
保
障
を
」
と
い
う
大
阪
の
被
差
別
部
落
の
親
た
ち
の
要
求
か
ら
、
取

り
組
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
倉
吉
で
も
、
子
ど
も
た
ち
に
強
く
生
き

て
欲
し
い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

人
権
・
同
和
保
育
と
子
ど
も
た
ち

部落解放研究
倉吉市集会実行委員募集
　『部落の完全解放と人権の確立

を全市民の力で』をスローガンに

開催を予定している次回倉吉市

集会の企画・立案・運営に携わる

実行委員を募集します。

開催時期 ：９～１０月ごろ（未定）

募集人員：若干名

応募方法：住所、お名前、電話番
号を郵便、または電話・ファック
スでお知らせください。

応募締切：１月２０日（水）
※申込・問合せ先：人権政策課（あ２２

―８１３０／い２２― ８１３５）

第
35
回
倉
吉
市
部
落
解
放
文
化
祭

【
作
品
展
示
】

と　

き

：

１
月
29
日（
金
）
〜
31
日（
日
）
午
前

９
時
〜
午
後
５
時　

と
こ
ろ

：

倉
吉
未
来
中
心 

ア
ト
リ
ウ
ム
ほ
か

出
品
者

：

幼
稚
園
、保
育
園
、小
・
中
学
校
、高

等
学
校
、人
権
文
化
セ
ン
タ
ー
、福
祉
施
設
な
ど

【
実
践
発
表
】

と　

き

：

１
月
30
日（
土
）
午
後
１
時
30
分
〜

午
後
４
時
30
分　

と
こ
ろ

：

倉
吉
未
来
中
心 

小
ホ
ー
ル

内　

容

：

実
践
発
表
、
対
岸
の
肖
像
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど

フ
ォ
ー
ラ
ム「
わ
た
し
た
ち
の
隣
人
と

出
会
い
な
お
す
た
め
に
」

と　

き

：

１
月
10
日（
日
）午
後
１
時
〜
３
時

と
こ
ろ

：

倉
吉
交
流
プ
ラ
ザ 

第
１
研
修
室

テ
ー
マ

：「
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
住
民
に
、

よ
り
寛
容
な
地
域
社
会
を
め
ざ
し
て
」

内　

容

：

外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
人
と
県
中

部
で
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
考
え
る
意
見
交
換
会
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旬の話題やニュースをピックアップして紹介します。

《農地制度が変わりました 》
農地の確保や最大限の利用を目指し、新たな農地制度がスタートしました。
※問合せ先：農業委員会（あ２２―８１７１／い２３―９１００）

　

農
地
を
利
用
で
き
る
人
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た（
要
件
あ
り
）。

農
地
を
貸
し
た
い
ん
だ
け
ど
…

１
トト
ンン
イイ
ポポ

農
地
の
貸
借
規
制
が
緩
和
さ
れ
ま
し
た
！

農地の借り受け者の範囲

農作業

常時従事者

農業

生産法人

（
改
正
前
）

農作業

常時従事者

以外の個人

農業生産

法人

以外の法人

（
改
正
後
に
追
加
）

＋

　

 

違
反
転
用
な
ど
に
対
す
る
処
分
・

罰
則
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

▼ 

県
知
事
な
ど
に
よ
る
行
政
代
執
行

制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

違
反
転
用
に
お
け
る

原
状
回
復
命
令
違
反

違
反
転
用

６
か
月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
、

30
万
円
以
下
の
罰
金（
法
人
は

30
万
円
以
下
の
罰
金
）

３
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
、

３
０
０
万
円
以
下
の
罰
金（
法
人

は
３
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
）

現　

行

３
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
、

３
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

（
法
人
は
１
億
円
以
下
の
罰

金
）

改　

正

違
反
転
用
に
対
す
る
罰
則
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
！

許
可
な
く
転
用
し
て
し
ま
う
と
…

２
トト
ンン
イイ
ポポ

▼ 

す
べ
て
の
遊
休
農
地
が
、
指
導
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

▼ 

農
業
委
員
会
が
、
年
１
回
、
農
地

の
利
用
状
況
を
調
査
し
ま
す
。

▼ 

遊
休
農
地
の
所
有
者
な
ど
に
対
し

て
は
、
農
業
委
員
会
が
指
導
・
勧

告
を
行
い
ま
す
。

遊
休
農
地
に
対
す
る
指
導
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
！

耕
作
し
な
い
で
い
る
と
…

３
トト
ンン
イイ
ポポ

▼ 

相
続
な
ど
に
よ
っ
て
農
地
を
取
得

し
た
人
は
、
農
地
の
あ
る
市
区
町

村
の
農
業
委
員
会
へ
届
出
が
必
要

で
す
。

▼ 

届
出
を
し
な
か
っ
た
り
、
虚
偽
の

届
出
を
す
る
と
、
10
万
円
以
下
の

過
料
に
処
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

▼ 

耕
作
で
き
な
い
場
合
は
、
農
業
委

員
会
か
ら
貸
し
借
り
な
ど
の
あ
っ

せ
ん
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

農
業
委
員
会
へ
の
届
出
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
！

農
地
を
相
続
し
た
場
合
は
…

４
トト
ンン
イイ
ポポ

■平成２２年（１月１日～１２月３１日）の倉吉市農作業労働標準賃金
環境不良の田、畑(８a未満のほ場・湿田など)は２０％増とします。
決定については当事者間で話し合ってください。

作　業　区　分 標準額(円) 　摘　　　要　(１０a当たり）
普通田植 ６，８２５
側条施肥田植 ７，８７５ 肥料代は別途計算
薬剤同時処理田植 ７，８７５ 薬剤代は別途計算
荒かき ４，７２５
代かき ６，８２５
稲コンバイン １６，２７５ 雑草変形田など…２０％増

倒伏（３０～６９％）…２０％増
倒伏（７０％以上）…３０％増
※ただし、当事者間の話し合い
結束は、２,１００円増

麦コンバイン １２，０７５

バインダー ８，４００
ハーベスター ８，４００ 依頼者は１人出役のこと

耕耘
田 全耕 ６，８２５

畑
全耕 ５，７７５
深耕 １５，７５０

薬剤散布 １，５７５ 薬剤代は別途計算
一般農作業労働賃金 ６，４００ １日８時間、賄いなし

大豆・小豆

栽培

播種 ４，２００ 施肥同時の場合は１,０５０円増
中耕培土 ５，２５０
脱穀 ５，７７５ 依頼者は１人出役のこと
コンバイン ８，９２５

あぜづくり ６３ 片あぜ　１ｍ当たり

もみ・大豆運搬
１５７．５ 小袋(１袋)

５．６７ 大袋(１キロにつき)　※袋使用料込み
草刈り １，５７５ あぜ　１時間当たり
（注）標準額は、消費税込みです。

　平成２１年６月２４日、「農地法等の一部を改正する法律」が公布され、１２月１５日、「農地の利用に

関する責務規定」を設けた改正農地法などが施行され、新たな農地制度がスタートしました。

新たな農地制度の目的　①これ以上の農地の減少を食い止め、農地の確保を図ります。

②農地の貸借をやりやすくして、農地を最大限利用できるようにします。
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《打吹公園のあり方検討会を開催しました 》
詳しい内容は、倉吉市のホームページをご覧ください。
※問合せ先：管理課（あ２２―８１３１／い２２―８１７９）

《国民健康保険料率の検討を行っています》
現在、平成２２年度に向けて運営協議会に諮問しています。

※問合せ先：医療保険課（あ２２―８１２４／い２２―２９５４）
　

倉
吉
市
の
国
民
健
康
保
険
料
率
は
、

平
成
15
年
度
に
、
基
金
保
有
額
約
12
億

円
と
繰
越
金
約
５
億
円
を
充
て
て
、
保

険
料
率
の
引
き
下
げ
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
度
に
は
、
関
金
町
と
の
合

併
に
伴
い
、
再
度
、
保
険
料
率
を
引
き

下
げ
、
納
め
や
す
い
保
険
料
と
す
る
こ

と
に
よ
り
、
被
保
険
者
の
負
担
軽
減
を

図
り
、
現
在
、
鳥
取
県
内
で
２
番
目
に

低
い
保
険
料
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
間
、
国
民
健
康
保
険
会
計
の
実

質
単
年
度
収
支
は
、
常
に
赤
字
と
な
っ

て
お
り
、
平
成
21
年
度
も
、
最
終
的
に

は
３
億
３
千
万
円
程
度
の
赤
字
が
見
込

ま
れ
、
こ
れ
を
補
填
し
た
後
の
基
金
保

有
額
は
、
３
億
３
千
万
円
程
度
ま
で
減

る
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
22
年
度
以
降
の
国

民
健
康
保
険
財
政
の
健
全
化
を
目
指
し

て
、
倉
吉
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議

会
に
保
険
料
率
の
検
討
を
諮
問
し
て
い

ま
す
。

【
検
討
の
流
れ
】　

・
第
２
回
運
営
協
議
会（
11
月
）

　

国
民
健
康
保
険
財
政
の
状
況
説
明
と

各
委
員
の
意
見
の
取
り
ま
と
め

▼
保
険
料
率
検
討
の
諮
問（
市
長
）

・
第
３
回
運
営
協
議
会（
12
月
）

　

医
療
費
や
加
入
者
数
な
ど
の
変
動
を

考
え
合
わ
せ
た
具
体
的
な
数
値
に
よ
る

国
民
健
康
保
険
財
政
の
方
向
性
の
検
討

・
第
４
回
運
営
協
議
会（
予
定
）

　

具
体
的
な
保
険
料
率
の
検
討

▼
保
険
料
率
検
討
の
答
申（
協
議
会
）

　

倉
吉
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

の
答
申
を
受
け
、
２
月
初
旬
に
は
、
平

成
22
年
度
以
降
の
保
険
料
率
に
つ
い

て
、
一
定
の
方
向
性
を
出
す
予
定
で
す
。

【倉吉市国民健康保険の財政状況】

0

10

20

30

40
（億円）

※ 平成２０年度の保険料収入額は、後期高齢者医療

制度導入のため、７５歳以上の被保険者の脱退が

影響しています。

　

打
吹
公
園
は
、
今
か
ら
１
０
０
年
以
上
前
、
明
治
37
年（
１
９
０
４
年
）
に
、
開

園
し
、
倉
吉
市
の
シ
ン
ボ
ル
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

倉
吉
市
で
は
、
今
後
の
打
吹
公
園
の
あ
り
方
を
考
え
る「
打
吹
公
園
の
あ
り
方
検

討
会
」を
平
成
21
年
の
７
月
か
ら
３
回
に
わ
た
り
開
催
し
ま
し
た
。

１ 
桜
の
種
類
は
、
病
気
な
ど
に
強
く
、

日
当
た
り
が
悪
く
て
も
育
ち
、
入
手

が
容
易
な
、
山
桜
系
統
・
大
島
桜
系

統
を
選
定
す
る
こ
と
。

２ 

現
地
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
枯

れ
か
け
て
い
る
桜
は
切
っ
て
整
理
す

る
。
そ
の
上
で
、
５
年
程
度
を
か
け

て
、
新
た
な
桜
に
植
え
替
え
て
い
く
。

３ 

桜
の
周
辺
の
雑
木
は
、
日
当
た
り
の

障
が
い
に
な
る
た
め
、
周
囲
の
景
観

に
配
慮
し
な
が
ら
、
枝
払
い
や
伐
採

を
行
う
こ
と
。

４ 

植
え
替
え
は
エ
リ
ア
を
定
め
、
年
次

的
に
取
り
組
む
。
ど
の
桜
が
公
園
に

適
す
る
か
は
、
今
後
検
証
す
る
こ
と
。

５
平
成
21
年
度
の
取
り
組
み
と
し
て
、

　

①
老
木
で
危
険
な
桜
の
伐
採

　

②
桜
の
新
植

　

③ 

桜
の
根
元
を
守
る
た
め
、
モ
デ
ル
的

に
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
を
一
部
に
設
置

６ 

検
討
会
の
経
過
や
今
後
の
方
針
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
り
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
、
協
力
を

求
め
て
い
く
こ
と
。

桜
を
植
え
る
場
所
・
種
類
に
つ
い
て

１ 

現
在
の
動
物
舎
は
、「
打
吹
公
園

１
０
０
周
年
記
念
事
業
」の
一
環
と
し

て
平
成
15
、
16
年
度
の
２
年
間
で
改

築
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
今
後
も
継

続
し
て
管
理
運
営
に
努
め
る
こ
と
。

２ 

１
０
０
周
年
を
き
っ
か
け
に
、
小
動

物
を
中
心
と
し
た「
ふ
れ
あ
い
型
」に

生
ま
れ
変
わ
り
、
子
ど
も
を
は
じ
め
、

広
く
市
民
に
親
し
ま
れ
て
お
り
、
こ

れ
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
。

３ 

サ
ル
舎
は
、
地
形
の
谷
間
を
利
用
し

て
造
ら
れ
た
も
の
で
、
地
下
式
の
形

態
。
こ
の
た
め
、
日
照
時
間
が
短
く
、

日
当
た
り
が
悪
い
上
、
人
が
サ
ル
を

見
下
ろ
す
状
態
に
な
る
。
ほ
か
の
都

市
を
見
る
と
、
地
上
に
設
置
し
、
規

模
に
応
じ
た
数
を
飼
育
し
て
い
る
の

が
一
般
的
で
あ
る
。

　

 　

市
民
か
ら
も
、
サ
ル
舎
継
続
の
声

は
多
く
あ
り
、
飼
育
を
継
続
す
る
こ

と
と
し
、
将
来
的
に
は
サ
ル
舎
を
地

上
設
置
型
に
改
築
し
て
環
境
改
善（
日

当
た
り
を
良
く
す
る
）し
、飼
育
頭
数

を
減
ら
し
て
系
統
管
理
が
必
要
。

動
物
舎
・
サ
ル
舎
に
つ
い
て
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旬の話題やニュースをピックアップして紹介します。

《「一株植樹」にご参加ください》
みんなで緑と心の美しさを誇ることができるまちづくりを目指しましょう。

※申込・問合せ先：農林課（あ４５―２１１４／い４５―３９６４）

● 樹種および価格（１本当たり消費税込み）

【フルイ苗】 

①クヌギ　 ８０円

②サシスギ、ヒノキ １００円

③とっとりパワー松 １５０円

④トゲナシサンショウ　 ６００円

⑤クリ（銀寄） ７００円

【ポット苗】

①ケヤキ、コナラ、レッドロビン　 ２５０円

② イロハモミジ、サザンカ、ハナミズキ、ヒサカキ、
シラカシ、ナナカマド、マユミ　　　　　

３００円

③   ウメモドキ、アジサイ、サツキツツジ、サンシュユ、
ドウダンツツジ（サラサ）　　　　

３５０円

④ 一才サルスベリ、オタフクナン、オリーブ、月桂樹、
チャノキ（ヤブキタ）

４００円

⑤ドウダンツツジ（白） ４５０円

⑥ソメイヨシノ、ブルーベリー（ホームベル） ５００円

⑦ミカン（温州） １，２００円

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
植
樹
体

験
を
通
じ
て
、
身
近
な
環
境
緑
化

の
推
進
を
図
る
た
め
、
家
庭
や
団

地
な
ど
に
適
し
た
緑
化
用
苗
木
を

格
安
で
斡
旋
し
ま
す
。

　

緑
豊
か
な
郷
土
に
す
る
た
め
、

１
本
で
も
多
く
の
緑
が
育
つ
よ

う
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
申
込
期
間
】
１
月
12
日（
火
）
〜

２
月
８
日（
月
）

【
申
込
方
法
】
苗
木
申
込
書
に
、

購
入
希
望
を
記
入
し
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

申
込
書
配
布
場
所

：

農
林
課（
市

役
所
北
庁
舎
ま
た
は
、
関
金
支
所
）

※ 

倉
吉
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
支
払
方
法
】
申
し
込
み
の
際
、

代
金
振
込
用
紙（
手
数
料
無
料
）を

お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
締
切
日
ま

で
に
、
振
り
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

【
支
払
期
限
】
２
月
19
日（
金
）

【
苗
木
の
引
渡
し
】

と　

き

：

３
月
10
日（
水
）午
後
１

時
30
分
〜
４
時

と
こ
ろ

：

ま
ち
か
ど
ス
テ
ー
シ
ョ

ン（
大
正
町
）ま
た
は
、
関
金
支
所

《公債費負担適正化計画を更新しました》

※問合せ先：財政課（あ２２―８１６３／い２２―１０８７）

平
成
21
年
度
の
倉
吉
市
の
実
質
公
債
費
比
率
は
、
県
内
で
４
番
目
に
高
い
20
．８
％
と
な
り

ま
し
た
。
実
質
公
債
費
比
率
が
18
％
以
上
の
団
体
は
、
公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
を
策
定
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

本
年
度
は
、
平
成
20
年
度
に
策
定
し
た
計
画
を
、
実
績
や
今
後
の
見
込
み
に
基
づ
き
更
新

し
ま
し
た
。
昨
年
度
の
計
画
で
は
、
21
年
度
の
実
質
公
債
費
比
率
を
21
．２
％
と
見
込
ん
で
い

た
の
で
、
０
．４
ポ
イ
ン
ト
下
が
り
ま
し
た
。
主
な
原
因
は
、
繰
上
償
還
な
ど
に
よ
り
、
若
干
、

定
期
の
公
債
費
が
減
少
し
た
た
め
で
す
。

平
成
25
年
度
に
は
健
全
化
の
指
標
で
あ
る
18
％
を
下
回
る
と
予
測
し
て
い
ま
す
。　

【公債費負担適正化計画】

年度 平成18 平成19 平成20 平成21 平成22 平成23 平成24 平成25 平成26 平成27

A 3,254 3,223 3,027 3,016 2,990 2,938 2,675 2,544 2,524 2,437 

B 1,503 1,368 1,413 1,385 1,410 1,407 1,424 1,447 1,452 1,487 

C 952 877 882 873 747 224 232 232 242 199 

D 115 66 50 50 50 50 50 50 50 50 

E 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

F 3,357 3,225 3,157 3,151 3,042 2,755 2,766 2,764 2,888 2,825 

G 14,626 14,317 14,292 14,617 14,508 14,221 14,232 14,230 14,354 14,291 

H
（22.1%） （20.2%） （21.2%） （21.0%） （21.0%） （20.1%） （18.6%） （17.1%） （16.1%） 

21.1% 22.1% 20.2% 20.8% 19.8% 19.2% 18.0% 16.3% 14.5% 13.1% 

＊ Hのカッコ内は昨年度計画の数値

A：地方債の元利償還金充当一般財源

B：公営企業会計の元利償還金に対する繰出金

C：広域連合の元利償還金に対する負担金

D：公債費に準ずる債務負担行為に係るもの

E：一時借入金利子

F：普通交付税算入額

G：標準財政規模

H：実質公債費比率（３か年度の平均）

＝
A+B+C+D+E-F

G-F

借入金の度合いを

示す指標を「実質

公債費比率」って

いうんだ
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市議会報告

11月臨時会

２
件
の
条
例
案
を
審
議

　

平
成
21
年
11
月
第
11
回
倉
吉
市
議
会
臨
時
会
が
11
月
27
日

（
金
）に
開
催
さ
れ
、
２
件
の
条
例
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
録（
質
問
、答
弁
な
ど
）
は
、
各
地
区
公
民
館
、
各
人

権
文
化
セ
ン
タ
ー
、
市
立
図
書
館
な
ど
で
、
２
月
上
旬
か
ら

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　

市
議
会
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
は
、
倉
吉
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
利
用

で
き
ま
す
。

※
問
合
せ
先

：

議
会
事
務
局（
あ
２
２―

８
１
４
５
／
い
２
２―

８
１
４
６
）

■
議　

案
■

【 

原
案
可
決　

２
件 

】

● 
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
及
び
教
育
長
の
給
与
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

● 

倉
吉
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

　

平
成
21
年
４
月
か
ら
、
国
民
年

金
・
厚
生
年
金
の
被
保
険
者
一
人

ひ
と
り
に
、
年
金
に
関
す
る
個
人

情
報
が
記
載
さ
れ
た「
ね
ん
き
ん

定
期
便
」が
毎
年
、
誕
生
月
に
送
付

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
こ
れ
ま
で
の
年
金
加
入
記

録
を
確
認
し
、
年
金
制
度
に
対
す

る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
に
は
、
年

金
加
入
期
間
や
保
険
料
の
納
付
実

績
、
ま
た
、
50
歳
未
満
の
人
に
は
、

加
入
実
績
に
応
じ
た
年
金
額
、
50

歳
以
上
の
人
に
は
、
将
来
、
受
け

取
る
年
金
の
見
込
み
額
な
ど
の
情

報
も
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
が
届
い
た

ら
、
年
金
加
入
履
歴
や
保
険
料
の

納
付
状
況
に
書
か
れ
て
い
る
内
容

に「
も
れ
」
や「
誤
り
」
が
な
い
か
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

同
封
さ
れ
て
い
る「
年
金
加
入

記
録
回
答
票
」
が「
白
色
」
の
人
は
、

「
も
れ
」
や「
誤
り
」
が
な
い
場
合
に

は
、
回
答
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
水
色
」
の
人
は
、「
も
れ
」
や「
誤

り
」
が
な
い
場
合
で
も
、
必
ず「
年

金
加
入
記
録
回
答
票
」
に
記
入
を

し
て
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

《ねんきん定期便について》
※問合せ先：市民課（あ２２―８１５５／い２２―２９５４）

鳥取社会保険事務局倉吉事務所（あ２６―５３１１）

平成 2１年分所得税などの

確定申告会場
開設期間

 ２月１６日(火)～３月１５日(月)
※土・日、祝日は除きます。

受付時間：午前９時～午後４時
（相談時間は午前９時～午後５時）

会　場：倉吉体育文化会館 中研修室
※ 期間中は、倉吉税務署での申告相談は行
なっていません。
※ 会場での納税は、受け付けていません。

所得税の確定申告は、
便利で使いやすい
e―Tax で！
 e-Tax なら…
① 自宅のパソコンで国税庁ホーム
ページから電子申告

② 最高５，０００円の税額控除（平成１９、
２０年分で受けた人は受けられません）

③ 添付書類を提出省略
④還付金の受け取りがスピーディー

 詳しい情報は e-Tax ホームページへ

http://www.e-tax.nta.go.jp   

※問合せ先：倉吉税務署（あ２６―２７２１）

平
成
22
年
度
の
固
定
資
産
税
償
却
資
産
の
申
告

申
告
が
必
要
な
人

：

賦
課
期
日（
平
成
22
年

１
月
１
日
）
現
在
、
事
業
で
使
用
し
て
い
る

資
産
を
持
っ
て
い
る
人

提
出
期
限

：

２
月
１
日（
月
）

※ 

申
告
書
な
ど
の
書
類
の
必
要
な
場
合
は
、

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

申
告
に
つ
い
て
の
相
談
は
、
市
役
所
税
務

課
で
受
け
付
け
ま
す
。

　

償
却
資
産
と
は
、
土
地
お
よ
び
家
屋
以
外

の
事
業
で
使
用
し
て
い
る
資
産
で
す
。（
例

：

ア
パ
ー
ト
や
駐
車
場
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
や

店
舗
の
内
装
な
ど
の
構
築
物
、
作
業
用
の
機
械

や
装
置
、
大
型
特
殊
自
動
車
、
事
務
机
や
パ
ソ

コ
ン
な
ど
の
器
具
お
よ
び
備
品
）

※
問
合
せ
先

：

税
務
課（
あ
２
２―

８
１
１
４
／
い

２
２―

１
０
８
７
）

　

所
得
税
や
市
県
民
税
の
申
告
を
す
る
と

き
、
65
歳
以
上
の
人
で
、
障
害
者
手
帳
な
ど

の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
場
合
も
、
身
体
の

程
度
が
身
体
障
が
い
者
な
ど
に
準
ず
る
と
福

祉
事
務
所
長
か
ら
認
定
さ
れ
た
人
は
、
障
害

者
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

対
象
者

① 

６
か
月
以
上
寝
た
き
り
で
、食
事
・
排
便
な

ど
の
日
常
生
活
に
支
障
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
人

② 

要
介
護
認
定
調
査
時
の「
障
害
高
齢
者
の
日

常
生
活
自
立
度
」、「
認
知
症
高
齢
者
の
日
常

生
活
自
立
度
」お
よ
び
調
査
内
容
に
基
づ
き

障
が
い
者
と
認
め
ら
れ
る
人（
判
定
の
結
果
、

対
象
に
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
）

申
請
方
法

：

長
寿
社
会
課
に
あ
る
申
請
書
に
、

必
要
事
項
を
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

す
で
に
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
で
控
除
を
受
け
て

い
る
人
や
、本
人
ま
た
は
、扶
養
者
が
非
課
税
で
申

告
を
す
る
必
要
の
な
い
人
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

※
問
合
せ
先

：

長
寿
社
会
課（
あ
２
２―

７
８
５
１

／
い
２
２―

２
９
５
４
）

老
齢
者
の
所
得
税
、
地
方
税
法
上
の
障
害
者
控
除
の
認
定　

《確定申告などのお知らせ》
確定申告など、各種申告の時期になります。早めに済ませましょう。

※問合せ先：各所にお願いします。


